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H23年度中は、東京湾シンポなどを通して大変お世話

になり有難う御座いました。また、重茂漁協へのご協

力もありがとう御座いました。お陰様で、重茂漁協に

は、総計312,134円の送金とオイスカの協力を得て顕微

鏡一式の寄贈をさせていただきました。さて、話は変

わりますが、当協会にとって嬉しい話が２件あります。

一つは、青森市水産指導センターの協力の下で、海の

森づくり支援事業のコンブ種糸斡旋量が大幅（１万ｍ

以上）に伸び、18,000ｍを超えたことです。もう一つ

は、秋田県からの公的支援が初めて得られたことです。

ここでは、秋田県での「海の森づくり」について、皆

様にご紹介したいと存じます。

平成23年７月に「男鹿の海　森づくり推進協議会」

ができ、秋田県の「新しい公共の場づくりのためのモ

デル事業」に申請し、８月に採択され、９月から実施

している。これは、当協会が得た公的支援の最初であ

る。公的支援を得るためには、地方自治体がメンバー

の構成員となる協議会が活動主体となる必要があるが、

内閣府所轄の当協会は全国横断的組織であるため、特

定の地方自治体に特化できないところに問題があった。

幸い、H22年10月に「ハタハタを育むエコの森づく

り」に参加したのが切っ掛けで、男鹿森林組合長、男

鹿市長、秋田県水産振興センター長等と出会い、男鹿

の将来に興味を持つ人たちが集り、その中で「海の森

づくり」に関心を持つ人が中心となって協議会ができ

た。図１に示されるように、この協議会は多様なメン

バーで構成され、図２で示すように、その方向性も明

白である。

これまで、各地区・海洋高校・水産振興センター等

で勉強会を開き、漁業者はじめ関係者の理解を深めて

きた。一方、韓国から６tの海洋施肥剤を輸入し、300

ｍのコンブ促成栽培種種糸を北前船フォーラムで交流

のある北海道松前町から取り寄せ、関係者から了解が

得られた地区やセンターで施肥（写真１）・養殖（写真
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図1 男鹿の海　森づくり推進協議会組織図

図2 男鹿の海　森づくり推進協議会活動の展開方向
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２）試験を実施している（秋田魁新報）。男鹿海洋高校

は、「海の森づくり」を課外活動として取り上げ、秋田

県水産振興センターでは、施肥試験を実施することに

なった。さらに、６次産業化へ向けて、男鹿市内と宮

城県内の海藻加工業者や秋田県総合食品センターを訪

問し、連携を模索している。また、平成23年度に千葉

県で生産された柔らかコンブを取り寄せ、料理を作り、

マーケットリサーチの準備に取り掛かっている。

現在、秋田県の平成24年度新しい公共の場づくりの

ためのモデルに継続申請し、採択された。その目的は、

「１）H23年度の施肥・養殖試験結果を分析し、H24年

度の改定試験計画を作り実施する。２）収穫祭や一株

オーナー制度を通して、一般市民参加を促すとともに

独立採算制を模索する。３）男鹿海洋高校では、商品

開発をカリキュラムに取り入れる。４）加工業者と連

携して、６次産業化を模索する。５）秋田県水産振興

センターとは、秋田県の藻場造成全般に対する協力関

係を強化する。６）NPO支援として「海の森づくり推

進協会」の事務を一部負担する。」である。

本事業は、新しい公共の場づくりのためのモデル事

業としての趣旨に合致し、NPO等と地方自治体の連携

であり、本事業により、社会の仕組みは大きく変わる。

平成25年度以降、６次産業化へ向けた独立採算制を有

する会社の設立をめざしており、これが展開できれば、

その波及効果は大きい。本事業は水産資源の増強と雇

用増に直結する。その究極の目的は、男鹿の磯焼け問

題を解消し、水産資源を拡充し、６次産業化によって

地域の雇用機会を増大するモデルづくりである。年間1

千万円以上の可処分所得を目指す誇りある漁業者を育

て、加工流通等の改善によって、地域の雇用・収益を

増やす大きな可能性がある。

現在、生産者価格と消費者価格の差は非常に大きい。

これまで、生産者、加工業者、流通業者がそれぞれ個

別の管理・収益体制をとってきた。一方で6次産業化の

要諦は、生産者から消費者までの生産・加工・流通機

能を一本化し情報と管理を一元化することによる収益

性の増大を享受することである。結果として地域拠点

づくりと活性化に貢献することを目指す。

このように、本事業は、男鹿における海の森づくり

による前浜の活性化の実証試験であり、その波及効果

は秋田県内のみならず全国に及ぶ。このような動きが

全国で展開されることが期待される。

2011.11.5付朝日新聞

写真1 秋田魁新報

写真2 こんぶ養殖風景
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東日本大震災による原発事故に伴って各種放射性物

質が放出され、事故当時から大きな関心が寄せられま

した。現在では主に放射性セシウムが注目されていま

すが、事故当初は放射性ヨウ素の代表であるヨウ素-131

（I-131と略）放出による人体への影響、とくに甲状腺に

対する影響について大変心配されました。甲状腺はヨ

ウ素を放射能のあるなしに関係なくいち早く取り込ん

で、甲状腺ホルモンを作ろうとします。甲状腺ホルモ

ンは２種類あり、体に対する重要な役割を果たしてい

ますが、いずれもヨウ素分子を３及び４箇含んでいま

す。甲状腺に取込まれた放射性ヨウ素が甲状腺の組織

に対して悪い影響を与える可能性が考えられますが、

このことについては新聞、雑誌、テレビなどの広報に

よって既に皆さん方は御存知だと思います。

国際的な前例としてチェルノブイリでは事故の後４年

ほどたった時期に若い人を中心に甲状腺癌が多発し、我

国からもその調査、治療にいくつかのグループや個人が

協力し、この地域での甲状腺癌の発生と原発事故との間

に直接の因果関係があることは世界中の学者が認めてい

ることです。後になってこの地域がもともと住民のヨウ

素摂取量が比較的少ない所であるという事が尿中のヨウ

素を測定することによって判明して来ました。食物中の

ヨウ素含有量が少ないと甲状腺はヨウ素を欲しがって

いる状況となり、事故によって排出されたI-131が甲状

腺に急激に取込まれたために内部被ばくが起こり、後

に甲状腺癌として表れてきたと考えられています。

日常的に食物中のヨウ素が多い状態では、甲状腺に

は常に充分なヨウ素が含まれているためにI-131を与え

ても甲状腺に取込まれる量が少なくなります。この現

象について、私共が今から50年以上前に行った研究を

御紹介しましょう。I-131を投与して甲状腺にどれ位の

I-131が集まるかを測定して甲状腺の働きを知る方法を

甲状腺I-131摂取率測定と呼びます。私共がこの測定を

始めた頃、正常では24時間後に10～40％程度のI-131が

摂取されますが、極端にその値が低い人達が時々みら

れました。よく調べるとその人達はコンブ、ワカメ等

の海藻類を普通の人よりも多量に食べていることが分

かりました。そこで我々は自分達を検査の対象として、

毎日多量のコンブを１週間位摂食しその前後の摂取率

を測りましたが、摂食後では明らかに値が低下するこ

とが分かりました。１日だけのコンブ10グラム位の摂

食でも同様のことが観察されました。このことから外

国と違って海藻類の摂り方が多い日本人では1週間位出

来るだけ海藻その他ヨウ素の少ない食事をしてからこ

の検査をすべきであると考えたわけです。

このことと全く同じように考えると、万一放射性ヨ

ウ素が大量に排出されるような事故が起こった場合に

は、甲状腺にヨウ素が充分に入っていれば放射性ヨウ

素の摂取は少なくて済むわけです。原発事故のような

場合を想定して放射線医学総合研究所から出された注

意書では「安定ヨウ素剤」を医師の処方によって服用

することが勧められています。これは勿論正しいこと

ですが、我国の一般的な家庭で摂られている食事には

海藻類とくにコンブ、ワカメ等が入っていることが多

く、またスーパーなどで売られている食品にもヨウ素

含有量が多いものが多く、諸外国と比較するとヨウ素

の摂取が多いことはよく知られています。従って一般

的にいうと今回の事故のような場合、甲状腺への放射

性ヨウ素の取込みは比較的少ないと考えられますし、

また事故の時に一時的に多量の海藻類を食べることに

よって、放射性ヨウ素の甲状腺への取込みは少なくな

ると考えられます。

しかしここで是非注意しなければいけないことがあ

ります。それは慢性的に毎日大量の海藻類をとり続け

ているとヨウ素過剰の状態となります。この状況が長

く続くと却って甲状腺ホルモンの減少がおこり、人に

よっては甲状腺機能低下症となり全身倦怠、皮膚の乾

燥、寒さに敏感となる等の症状が出たり甲状腺が腫れ

てくることもあります。妊婦が胎児のために良いと思

って毎日多量の海藻類を摂っていると、出生児は逆に

甲状腺機能低下症の状況となることがあります。

海藻類に含まれるヨウ素の量はその種類やとれる場

所によって違いますが、大体の量としてコンブは１グ

ラムあたり1.3～1.5mgのヨウ素を含んでおり、10cm角

のコンブには約５mgのヨウ素が含まれています。トロ

ロコンブは普通のコンブより多少多く、ワカメはコン

ブの半分くらいのヨウ素を含んでいます。世界的な水

準でいうと一日に是非必要なヨウ素の摂取量は成人で

一日150μgとされていますが、日本人の場合は食事を

とる環境や年齢によって異なりますが大体0.5mg（500

μg）以上のヨウ素を毎日又は間歇的にとっていると推

測されます。これ位のヨウ素摂取では上に述べたよう

なことは通常起こりませんが、余りにも過剰な海藻類

の摂取はやめた方が良いという事です。

2.2.
2-1 放射性ヨウ素による内部被ばくと海藻類摂取

公益財団法人成長科学協会理事長、東邦大学名誉教授　入江實
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ヨウ素（ヨード）は、海藻などに多く含まれるミネ

ラルで、皆様もご存知のように甲状腺ホルモンの原料

になる必須の栄養素です。甲状腺ホルモンは、成長や

エネルギー代謝に深く関わっており、特に乳幼児の知

能の発達には欠かせません。ですから、欧米では全て

の国民が安定的にヨウ素の欠乏なくを摂取できるよう

に、食卓塩などへヨウ素の添加を法制化している国も

あります。

工業面でのヨウ素の利用分野には、ヨードチンキや

ルゴール液と言った殺菌剤やうがい薬、そして、レン

トゲンの造影剤などへの利用が昔から良く知られてい

ます。最近、特に注目されているのは、エレクトロニ

クス分野での利用です。パソコンや液晶テレビ、携帯

電話などのディスプレイの偏光フィルムへヨウ素を使

うことにより、映像が鮮明になり、視野角も広がり斜

めからでも綺麗に見えるようになるそうです。また、

太陽電池への応用では、低コストで高性能な電池が作

れるそうです。

こんなヨウ素は、今から200年前の1811年、フランス

の化学者ベルナー・クールトア（Bernard Courtois）

によって海藻から発見されました。この物質が紫色を

呈していたので、ギリシャ語の“紫（iodestos）”に因

んで「Iode」と命名されました。なお、日本語の｢ヨー

ド｣はドイツ語の「Jod（ヨード）」に由来しています。

このヨウ素発見200年を記念して、ヨウ素生産にゆか

りの深い千葉県茂原市で「発見200年記念講演会」と製

造施設見学会が開催（主催：ヨウ素学会、日本ヨード

工業会）されました。また、翌日には千葉大学で「第

14回ヨウ素学会」が、さらに学習院大学では「サテラ

イトシンポジウ

ム」が2011年11

月に開催されま

したので、講演

内容の概要をご

報告いたしま

す。

「発見200年記

念講演会」では、

ヨード工業会の

吉井会長や伊勢

化学工業（株）

の大野氏、そし

て千葉大学名誉

教授の小倉先生

らにより、「日

本は、南米のチ

リに次ぐ世界第二位のヨウ素生産国で、全世界の37%

を生産している。国内生産の第一位は千葉県で、全体

の78%を生産している。ヨウ素は日本から海外に輸出

できる貴重な資源。日本でも以前は海藻を原料として

ヨウ素を製造していたが、現在は“かん水”と言う地

下に封じ込められた太古の海水から、天然ガス（都市

ガスとして利用する水溶性のガス）と共に製造してい

る（チリでは硝石（岩石）から製造している）。」と講

演されました。また、ヨウ素関連製品の展示では、天

然ガス、殺菌剤、消臭剤をはじめ、抗菌不織布、液晶

ディスプレイ、太陽電池なども展示されました。弊社

も「健康プレミアムエッグの“ヨード卵・光”（海藻粉

末等を飼料に配合し生産した鶏卵）」の健康効果を展示

いたしました。

11月19日（土）、目白の学習院大学で「生物と環境に

おけるヨウ素2011」と題したサテライトシンポジウム

が、同大学の村松教授と千葉大の天知准教授をオーガ

ナイザーとして行われました。

「生物とヨウ素」の講演では、人の体の多くの器官に

は、甲状腺ホルモンの受容体の存在が確認されている

が、その作用や調節機構は不明な点が多い。また、脊

椎動物だけでなく無脊椎動物、植物、微生物にも甲状

腺ホルモン様物質の存在が確認されているが、その存

在意義は今さかんに研究されている最中で、今後の解

明が待たれる（群大近藤名誉教授、千葉大天知准教授）。

｢地球環境とヨウ素｣の講演では、なぜ世界の90%も

のヨウ素が、チリと日本に局在しているのか太平洋プ

レートの沈み込みが関与しているのか？　また、海洋、

海藻、大気、水、土壌、微生物などでのヨウ素の地球

規模での循環も謎に満ち、各国と協力して研究してい

る（チリ大Martin Reich教授ら）。

｢福島原発で放出された放射性ヨウ素｣の講演では、

原発事故によって放射性ヨウ素の放出が懸念される場

合は、安定ヨウ素剤を一度だけ服用し、24時間以内に

安全な場所に避難することが原則。しかし、今回の事

故から、地形や気象条件などによって放射性物質の拡

散と降下は予測と異なり（ホットスポット）、24時間以

内の避難が困難であることが明らかとなった。この為

に安定ヨウ素剤の複数回の摂取が必要となり、ヨウ素

の過剰摂取の影響を考える際に、昔から海藻や魚介類

を摂取する食経験を持つ日本人の生理状態が参考にな

るであろう（清水建設木下氏、長崎大長瀧名誉教授）。

記念講演会は、千葉県や茂原市も後援し、サテライ

トシンポでは、チリ大教授の招聘講演も有り、国際的

な記念イベントでした。普段見過ごしてしまう“ヨウ

素”を、色々な面から考えるよい機会でした。

2-2 ヨウ素発見200年記念イベントに参加して
日本農産工業株式会社　横山次郎
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私、オオニシ恭子は、長年、食で健康を維持する事

を説いてきましたが、東日本大震災後、食で健康をケ

アーすべき最も必要な場所は被災地であると思い、ボ

ランティアで被災地に「食で自衛」をするようお話す

る事を決めましてからは、皆様方に有形無形のかたち

で様々な支援をいただき、おかげさまで９月19日から

10月11日まで無事活動する事ができ、その成果をあげ

ることができました。ここにそのご報告をさせていた

だきたいとおもいます。

いわき市においては平田清吉様宅にて宿泊させてい

ただき、連日配布する玄米おにぎりなどの試食品の準備

をさせていただき、おかげさまで何処でもおいしく提供

できました。

いわき市では特に保育園や幼稚園など、幼いお子さ

んを守ることに重点をおき、廻らせていただきました。

白河市ではロータリークラブ主催で200人以上の人が集

まりました。

石巻、気仙沼では［絆合同会社］主催で仮設住宅、

幼稚園を廻りました。訪問先は錦中学校、平有志の会、

玉露保育所、錦公民館、錦東小学校、錦公民館、山田

公民、大倉保育園。四倉保育園、白河ロータリークラ

ブ、鹿島幼稚園、勿来幼稚園、勿来カトリック幼稚園。

石巻市開成仮設住宅、気仙沼／愛耕幼稚園でした。

何処においても、食をしっかり、生命力のある食を

とることで体のバランスを保ち自衛していくという話

と実演、あるいは、調理できないところでは事前に作

ったものでの試食という形でより生命力の強化に貢献

する食を摂ることで、困難に負けないよう訴えました。

現地の人々にはよろこんでいただき、多くの人々と

の出会いがありました。

気仙沼では［絆合同会社］

と［NPOピースジャム］

の企画で被災者のお母さ

ん達支援のための起業と

して、私発案の［野菜ジ

ャム］を「peace jam」

として製造販売すること

になりました。NHKテレビ、福島テレビ、新聞でもと

りあげられました。仙台放送ではドキュメンタリーで

ジャムづくりが放映されました。

今回、福島、宮城に行きました感想として、まだま

だ足りないとおもい、今後の支援のあり方についても

考えたいと思っています。今後ともどうぞよろしくお

願いします。

今回の私の活動を支援してくださった方々に心から

のお礼を申しあげます。皆様のお心が被災した方々を

励まし、生きる希望を導いていくことでしょう。

＊暖かいご支援ありがとうございました。

（いわき市）平田清吉、澄子ご夫妻、助川純子様、

（白河市）ロータリークラブ様（東京）絆合同会社

様、（気仙沼市）NPOピースジャム様、（東京）佐藤

海藻株式会社、（神奈川）藤水フーズ株式会社、（福

井）長尾農園様、（長野）生活菜園様、（東京）穀菜

屋プロジェクト、（沖縄）ぬちまーす株式会社、（東

京）東昆様、（欧州）ヨーロッパ薬膳の会、（オラン

ダ）海藻プロジェクト様、（日本）正食支援関係者

（東京）株式会社JFシップ様とお仲間の方達

＊ご協力いただきありがとうございました。

講談社様、

神戸新聞出

版様、株式

会社キラジ

ェンヌ様、

NPO海の

森づくり推

進協会

2-3 2011年9月19日～10月11日　東日本大震災被災地、いわき市・石巻市・気仙
沼市での講演講習報告 HUIS VAN KYOKO主宰　オオニシ恭子

勿来幼稚園で講演。福島テレビで放映、NHKでも取り上げられた。

ピースジャムづくり風景 みんなで［peacejam!］

前浜はゴミの山

石巻市仮設住宅にて講演の新聞記事／
河北新報

気仙沼市愛耕幼稚園で
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【趣　旨】日本沿岸の「磯焼け」は依然として続き、沿

岸の水産資源の減少傾向に歯止めが掛かって

いません。「海の森づくり運動」は海藻の計

画的増養殖手法と国民の環境水産資源管理意

識を啓蒙することにより、問題の抜本的解決

を図ろうとするものです。当協会では、創設

以来、海藻の種糸の斡旋並びに共同施肥試験

の実施とシンポジウムやこんぶサミットなど

の開催を通して、「海の森づくり」の重要性

を訴えてきました。しかしながら、現在の市

場経済の下では、その生産物は途上国との国

際競争にさらされ、「海の森づくり」に係わ

る養殖業者が必要経費を賄うだけの収益を確

保することは難しく、「海の森づくり」がも

たらすと期待される地球規模の社会貢献に対

する評価も低く、スケールメリットを生かす

段階まで到達できない状態です。

そこで、今回は創設10周年の記念すべき節目

ということもあり、その地球規模の社会貢献

に焦点を当て、「海の森づくり」に係わる養

殖業者が安心して持続可能な「海の森づく

り」に取り組めるよう政府・地方自治体・企

業・団体・個人に広く訴えて参ります。

【目　的】「海の森づくり」による生物多様性強化の理

3-2 創設10周年記念　海の森づくり第9回シンポジウム

2011年度に入ってから、３回の幹事会、２回の理事会、２回 の総会を経て、協会の理念・目的等を議論しながら、

特に、海の森づくり支援、環境教育イベント、循環型社会の構築、連帯と広報を中心とした活動を進めてき た。「海

の森づくり研究普及」、「生産物の利活用」、「二酸化炭素固定化評価」には進展はなかったが、「海の森づくり支援活

動」は大きく伸び、東京湾シン ポも一応の成果をあげた。その内容は以下の通りである。

3.3. 2012年度事務局報告2012年度事務局報告

3-1 2012年度幹事会・理事会・総会報告

幹事長　藤野修二郎幹事長　藤野修二郎

事　　業 具体的内容 

 

会議日程 ・幹事会：第30回　4.25、第31回　10.8、第32回　12.5　 
・理事会：第10回定期理事会　6.12、メール理事会　02.1　　 
・総会：第10回定期総会　6.12、第2回臨時総会　12.5

 

海の森づくり支援 
（事業計画項目１） 

・11月9日～12月2日　こんぶ種糸斡旋　18,071ｍ　16県36箇所余 
・11月9日～12月2日　共同施肥試験6t　秋田県男鹿の海森づくり推進協会 
・11月11日～12月1日　施肥斡旋1t　上対馬町漁業協同組合西泊湾内集落 
・11月3日～11月12日　宮古市おもえ漁協支援寄付金総額：312,134円 
・12月2日　オイスカの協力による宮古市おもえ漁協支援：顕微鏡一式寄贈 

環境教育イベント 
（事業計画項目5） 

・5月5日　干潟観察会（於多摩川河口） 
・5月18日　磯の海藻観察会（於観音崎自然博物館） 
・7月18日　海藻おしば体験教室（於東京海洋大学） 

循環型社会の構築 
（事業計画項目6） 

・9月2日～3日　海の森づくり第8回シンポジウム： 
東京湾の環境と魚たち、今・昔（於東京海洋大学） 

連帯と広報 
（事業計画項目7） 

・11月7日　ニュースレター005号発行 
・HPの更新随時 
・5月18日～20日　第9回ヘルスフードExpoで展示（於東京ビッグサイト） 
・10月7日　日本海藻協会2011秋季藻類シンポジウム（於学士会館）　 
・12月3日　日本海洋政策学会総会（於東京大学） 
・1月27日　第4回東京海洋大学水産海洋プラットフォーム（於海洋大） 

現在、取り残されている課題は、2012.3予定の西岬ツアー、定款の変更認証申請と認定NPO申請である。 
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論と実践を浮き彫りにし、「海の森づくりの

社会貢献をクローズアップし、国民の理解を

深めること。

【テーマ】生物多様性と海の森づくり―海の森づくりの

社会貢献―

【場　所】東京海洋大学　楽水会館　鈴木善幸ホール

【日　時】2012年6月2日（土）

【主　催】海の森づくり推進協会

基調講演１：生物多様性と海の森づくり

基調講演２：北海道のこんぶ：過去･現在･未来

パネル討議：海の森づくりの社会貢献

１）環境･生態系保全対策

２）東京湾のアマモ再生

３）関西空港の海洋構造物を使った藻場造成事例

４）九州の事例

５）三陸の海藻養増殖の歴史

６）秋田県男鹿の海　森づくり推進協議会の事例

７）鉄鋼スラグによる藻場造成事例

８）フルボ酸鉄と栄養塩を組み合わせた施肥システム

の開発

◆これまでの「海の森づくり」シンポジウム

2011 第8回シンポジウム「東京湾の環境と魚たち、今･昔」

2010 第7回シンポジウム「海と森の共生」

2009 第6回シンポジウム「海洋施肥と海の森づくり」

2008 第5回シンポジウム「バイオ燃料と海の森づくり」

2007 第4回シンポジウム「海洋環境と沿岸漁業振興問題解決策としての海の森づくり」

2006 第3回シンポジウム「食糧･環境問題解決策としての海の森づくり」

2005 第2回シンポジウム「里山、里地、里海を考えよう」

2004 第1回シンポジウム「いま、なぜ海の森づくりか？」

2003 講演会「21世紀の海づくり、魚づくり、人づくり」

日時：2012年１月27日（金） 13：00－17：30     

場所：東京国際フォーラム　D５　ホール

主催：国立大学法人　東京海洋大学　産学・地域連携推進機構

以上、東京海洋大学の産学・地域連携推進機構は水産海洋の問題解決の窓口として広く開かれた組織。

部門長の中村　宏准教授とのチャンネルも開けたので、今後の支援・協力をお願いすることにした。

3-3 第4回　東京海洋大学　水産海洋プラットフォーム・フォーラムに参加して

和泉機構長によるフォーラムの趣旨説明 水産海洋分野に特化したワンストップ窓口 全国の産地、水産海洋都市の活性化に貢献
産地・消費地をつなぐ流通、情報産業との連携

水産海洋プラットフォーム事業
水産海洋分野の出会いの場を提供

産学官の連携で復興支援に取り組んでいる 東日本大震災・被災地支援セミナー開催
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私達は、内閣府認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細につきまし

てはホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会・寄附申込書

会の趣旨に賛同していただける方は、以下をご参照の上、是非ご入会ください。

＊ この情報は会員への通信以外には使用しません。上記住所宛に郵便振替用紙を送付させていただきますので、入会金・年会
費・寄付金をお振込み下さい。

私は、「NPO法人海の森づくり推進協会」（□の会員になりたい　□へ寄付したい）のでここに申し込みます。（入金か寄付のどち
らか該当するところをチェックしてください。）

年　　月　　日

NPO法人海の森づくり推進協会事務局 会員担当：高橋　一人

（Tel：090-5408-3561 Fax：018-833-7734 e-mail：kazuhito.t@showas.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

１．山・川・海の健康を取り戻そう！
２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！
３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

NPO法人「海の森づくり推進協会」会員募集及び寄付募集のご案内

入会申込書 寄附申込書

会員の種類 寄附額
円

印

住　　所

所属団体名（肩書き）

連絡先電話番号

e-mailアドレス

氏　　名

ふ り が な

FAX番号：

海の森づくり
運動の３つの
スローガン

＊ 入会・寄付を希望される方は、下記申込書にご記入の上FAX又はe-mailにてご連絡下さい。

会員種別

正会員

賛助個人会員

賛助団体会員

特別賛助会員

ネットワーク会員

入会金

1,000円

1,000円

1,000円

免除

免除

年会費

3,000円で１口以上
総会に議決権を持って参加できます。総会出席希望
者を歓迎します。

イベントや会の活動情報をお知らせします。

漁協・官公庁・大学・企業・NPO等

1,000円で１口以上

10,000円で１口以上

100,000円で１口以上

無料

メモ
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